




























































































































































































































































































































































































































































































文　教　地　域 50 　　45`M　6～AM　8 40～45
住居専用地区 AM　8～PM6．7．8PM　6．7．＆～PM　10．11PM 0．11～AM　6
50～60 50 40～50住　居　地　域 AM　6～AM　8
AM　8～PM6．7．8PM6．7．8～PMユO．且PM　6．8．10．丑rAM6．8
準工業地域 55～65 60 50～55AM　6～AM　8
商　業　地　域 AM　7．8～PM　6～10PM　6．7．8～PMIO．11PMg．10．11～AM6．7
67～70 60～65 55～65工　業　地　域 AM　6～AM　8AM7．8～PM6～10PM6．7．8～PM10．且PM9』）ユ1～AM6．7
70～75 65～75 60～70工業専用地区 AM　6～AM　8AM　8～PM　6．7．8PM6．7．8～PM10ユ1PM10．且～AM　6





































































































































































































































































住居専用地区 8 62 6
住　居　地　　域 50 67 5
準工　業　地域 8 71 9
工　業　地　　域 28 ？1 8





































住居専用地区 8 46 6
住　居　地　　域 50 52 6
準工業　地　域 8 58 9
工　業　地　　域 28 60 9














国　　　　　道 4 82 5
県　　　　　道 20 75 6
A　B　道　路 11 ワO 6
C　　道　　路 45 66 4


















国 道 4 73 2
県 道 20 ⇒’ U8 6
A　　B 道 路 1ユ 59 5
C 道 路 45 51 6












































@　9β00@　cps住居専用地区 8 54 53 4．8 40 36 29 25
住　居　　地　　域 50 54 55 51 45 41 33
準　工業　地　域 8 61 60 58 52 46 39 33
工　業　地　　域 28 6：L 61 58 53 4914155



























A　　B　道　路 ユ1 57 59 56 50 37 29
C　　　道　　　略 45 54 55 52 45 4ユ 53　1@　｜ 27



















































































































































LL O．87 O．85 o．99





































































































































































































































































































用　途　地　域 測・定個数 騒音レベル 標本標準偏差
住　居　地　域 103 58 9
準工業地　域 39 60 8
商　業　地　域 18 65 4
工　業　地　域 40 62 6





































































































































住　　居　　地　　域 105 57 10
商　業　　地　　域 16 63 9
準工　業　地　域 4ユ 59 7
工　　業　　地　　域 40 6ユ 6




































準偏差 大　型 中　型 小　型
住居地域 1阿倍野区 51 8 ユ 7 2
2旭　　　区 56 5 ユ 3 2
3東住吉区 54 9 1 16 7
平　　　均 54 7 1 9 3
一一w
商業地域 1南　　　区 69 6 5 95 27
2西　　　区 65 6 19 74、 26
3東　　　区 68 5 ユ 54 12
平　　　均 67 6 8 74 22
準工業地域 1東淀川区 60 7 1 7 1
2西　成　区 67 7 9 18 ワ
3生　遅　区 60 7 7 32 20
平　　　均 62 7 6 10 9
工業地域 1東　成　区 64 6 3 ユ9 11
2大　淀　区 58 5 0 3 1
3大　正　区浪　速　区 63 7 4 ユ2 4
平　　　均 62 6 2 11 5
，一．








凋査 室 外 斗＿室＿＿ 内 ‘室内と蚕Oの湿音個数 dbAl（標本標準偏差）dbA（塵饗） レベル差
住居地域ユ 阿倍野区 2 68 5．5 53 4．5 ユ5
2 旭　　区 20 56 4．8 46 5．5 10
3 東住吉区 ⊥4 54 ワ．6 42 5．7 1　2
商業地域1 南　　区 8 70 6．9 58 ユ0．8 ユ2
2 西　　区 1ユ 65 6．ユ 52 5．1 ユ3
3 東　　区 8 68 3．7 55 3．6 15
準コ瑞地域1 東淀川区 9 65 4．5 53 4ユ 12
2 西成区 15 66 7．4 55 7．6 ユ1
3 生野区 10 59 5．7 47 5．8 ユ2
工業地域1 東成区 6 63 6．4 52 6．4 11
2 大淀区 8 60 3．6 49 2．4 ユ1





























































































































































































































う　る　さ　さ 0．5　0 0．41 O．45 O．46 O．4．6
会　話　妨　害 0．50 O．31 0．50 O．32 0．32
ラジオ・テレビ O．38 O．35 0．34 0．18 O．27の聴取妨害










































種　　目 度数 種　　目 度数 種　　目 度数
ト　ラ　ッ　ク 21 電　　　　車 5 スピーカー ユ
オー　トバイ ユ9 子供の声 3 宣伝カ　ー 1
工　　　　場 11 オート三論 3 人　　　　声 1
飛　　行　機 10 汽　　　　車 5 そ　　の　　他 1















































































全　　　　　市 　　3．5c ユ．6 ユ．7
住居専用地区 2．ワ 1．2 1．2
住　居　地　域 3．2 1．4 ユ．5
準工業地域 3．6 1．？ ユ．ワ
工　桑　地　域 4．1 2．0















































用途地域 住居専 主　居い圭工業 　　　▲H 業1い鯖源 用地区 地　域1地 域 地　域
｜ オー　トバイ 57 57 41 15
ト　ラ　ッ　ク 7 10 ユ8 13
ダンプカー 2 ワ 1ユ 50
采　　用　卓 17 18 9 10
バ　　　　　　ス 1 6 1 0
？’く　　　　　　　　　　　大弁
ﾏ　　　　　　　　田 2 6 5 8
市　　　　電 1 5 1 o
工　　　　場 6 5 8 18
子供の声 2 1 3 O













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































月　日 測　　　定 個　　　所 略号
4月20日尼崎市 武庫小学校 常吉字開キ2番地 尼　1
西宮市 段上小学校 段上町7丁目6の2 西　1
伊丹市 緑丘小学校 大鹿字長寸11番地の1伊　1
宝塚市 長尾中学校 山本字長園20番地 宝　1
川西市 川西小学校 小花字前田8番地 川　1
豊中市 豊中第五中学校 立花町1丁目10番1号豊　1
池田市 北豊島小学校 西市場町191 池　1
箕面市 箕面南小学校 桜井719番地 箕　1
4月21日尼崎市 園田東中学校 東園田町5丁目80 尼　2
西宮市 甲陵中学校 上甲東園2丁目66 西　2
伊丹市 神津小学校 西桑津字前180番地 伊　2
宝塚市 小浜小学校 小浜字極楽地1番地 宝　2
川西市 川西南中学校 久代字面畑30番地 川　2
豊中市 豊島小学校 服部西町3丁目6番5号豊21
1
池田市 北豊島中学校 神田町270 池　2
箕面市 箕面市役所 西小路310番地 箕　2
4月22日尼崎市 大島小学校 西大島稲葉荘3丁目26尼　3
西宮市 大社中学校 神原40の2 西　3
伊丹市 天神川小学校 荒牧字桑田28番地 伊　3
宝塚市 良元小学校 小林字棟方14－2 宝　3
川西市 高木勇氏宅 久代新田字源16番地 川　3
豊中市 豊中第七中学校 庄内栄町5丁目30番地豊3
池田市 呉服小学校 姫室町964 池　3






















































































































































































































































































6（1） 9（1） 4一 8（1） 6（2）
18　．OO－18．59
7一 6一 6一 9　　．（3）
19．00－19　．59













































































































着陸 2 56 30（4） 46 6（2） 　＝雫一一R8
尼　崎
離陸 49（6） （8） 11（2） （　6） 13（4） （　6）
着陸 5 43 4（1） 47 　一｝V 一一一一一@31
西　宮
離陸 35（5） （　8） 33（7） （　8） 24（6） （　8）
着陸 0 70 50（8） 101 1 50
伊　丹
離陸 57（9） （11） 44（8） （20） 42（7） （7）
宝　塚








離陸 58（9） （9） 55（8） （　9） 59（10）（11）
着陸 32（5） 98 23（7） 64 1（1） 　　一一P4，
豊　中
離陸 33（8） （18） 16 （8） 4（3） （4）
着陸 1 60 2（2） 54 8（6） 58
池　田
離陸 59（8） （8） 52（8） （10） 50（9） （15）
1着陸 4（1） 45 1（1） 65 7（1）
箕　面















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1測定点 NN工 測定点 NN工 測定点丁㌫町 測定点 NNI
尼　　1 32（27）西　1 29（20）伊　1　31（30）宝　1 41（39）
尼　2 29（27）西　2 26（23）伊　2　51（44）宝　2 50（32）
尼　3 24（22）西　3 12（6） 伊　3　48（39）宝　3 　　‥－R7（28）
川　1 38（31）豊　1 30（25）池　1 42（34）箕　1 　　　一Q5（16）
川　2 52（43）豊　2 30（23）池　2 42（33）箕　2 23（17）－一　・一●一一〉












































































































































































































度　数　分　布　（％）項　　　　目 1 2 3 4 r　5 　一U 平均評点
















































































S．0 3．3 川2 5．3 4．4 4・9 4．5
尼3 3．5 2・4P3・6 2．4 川3 5．6 4．5 4．9 4．6
西1 4．0 3．0 3．9 2．7 豊1 4．4 3．1 3．8 3．4
@　一西2 3．9 2．8 3．5 2．7 豊2 4．1 3．9 4．1 3．3
西3 2．9 2．2 2．4 1．9豊3 4．1 3．1 3．5 2．5
伊1 4．5 3．2 3．7 3．5 池1 4．4 3．2 3．8 2．9
伊2 4．4 3．2 3．6 3．5 池2 4．1 3．9 4．1 3．6
伊3 4．9 4．3 4．7 3．9 池3 4．1 3．1 3．5 2．5
宝1 3．1 3．7 4．4 4．0 箕1 3．3 2．3 2．8 2．7
宝2 4．7 3．3 4．2 3．8 箕2 3．0 2．2 2．4 2．2
宝3 4．2 3．1 3．8 3．6箕3 2．8 2．1 2．3 2．0












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































イ 口 無 イ ‘　口
尼　1 6812 20川　1 1 11
　無，一一・
P7
尼　2 56 17 27 川　2 2 3 37
尼3 58 11 31 川　3 3 0 38@●西　1 9 3 88　　迫　1　　旦 1 9 32
西　2 1410 76　豊　2 2 3 76　一
西　3 22 1 77　豊　3 3 8 14
伊　1 2819 53　池　15811 31　，
房2 2422 54　池　279 17－一一◆，
伊　3 2431 45　池　3 5
　4－一・
P6 79




























一尼3 0　　5041 9 川　3 0 1
一一一
P5西　1 0 25 25 49 豊　1 0 34
西　2 2 5421 22 自　　2．冒， 0 ・↓≡
西　3 10 74 11　　　4 1二：三　3兄 4 6611
伊　1 0 33 19　　47池　1 0 4417
伊　2 1 17 6　　74池　2 0 43 29
伊　3 0 6 13　　81池　3 0 2128
宝　1 0 16 14　　70箕　1 2 73 18
宝　2 0 31 41　　28箕　2 8


























































































































































































































































25 29　　　13 20 27
49 49　　　35 28 23
21 23　　2725 28
31 22 一　　@23－　10『－@　25 27
24 4 9 8
48 48 54　59　一A’A 68




73 65 65 66 69







































































































































1 9 0 0
74 63 46　一P8
42 31 19 8
42 31 19 8
7 5 4 4
9 8 6 4
























































































































































































































































































































北海道 169 44 41 80 4 一
青　　森 84 11 4 1 68 一
岩　　手 20 8 12 一 一 一
宮　　城 10 2 5 3 一 一




徳　　島 19 3 3 13 一 一
香　　川 81 2 25 4 21 29
愛　　媛 172 40 28 52 52 一
高　　知 77 9 25 5 58 一
福　　固 436 154 54 0 一 228
佐　　賀 51 5 20 6 13 7
長　　崎 36 　 3 29 4 一
熊　　本 20 2 一 18 一 一
大　　分 37 7 14 3 13 一一
宮　　崎 10 2 5 3 一 一




?Q種別 36 37 38
1　39 40
i　ば　　い　　煙 593 536 426 316276一　般
扮　　じ　ん 58 30 12 14 19大気汚染
ば　　い　　煙 172 198 367314 331
工　場
粉　　じ　ん 151 204 165 178 166
悪臭・ガス 392 254 264 234 209
小　　　　　計 1，3661，5221，2341，0561，001
騒　　　　音 750 544 488 395 393一般
振　　　　動 14 14 25 9 23
騒音．振動
掻　　　　音 9381，031 934 830 705工　場
振　　　　動 160 153 183 186149
小　　　　　計 1・8621，7421，6301，4201，270







N別 ばい煙 ガ　ス 粉じん 悪臭 掻音 振動
汚物
i汚水） その他 計
3　4 23 2 10 53165 34 33320
3　5 26 2 9 74167 1 57 50386
3　6 32 4 9 105137 8 33 94422
3　7 40 10 22972231212967600
3　8 37 ⊥3 10 84262 7 12272607
3　9 43 13 19 2516910119 3 401



























住　居　地　域 80 80 14022014．2
住居専用地域 9 9 5 14 0．9
商　業　地　域 81 41122 66 18811．9
第二特工地区 41 14 55 3 58 3．8
準工業地域 28010138123761840．0
工　業　地　域 226111337 90 42727．7
文　教　地　域





ばい煙 ガ　ス 粉じん 悪臭 掻音 振動 汚物i汚水） その他 計
工　　業 16 6 15 5 46 5 1 1 95
準工業 1 1 2 4
商　　業 18 1 2 3 54 4 6 88
住　　居 28 4 10 11128 7 6 4 198
住居専用 1 1 2
臨　　港 5 2 2 1 4 14
外 2 1 4 4 11







































































































































































































1 2 3 4 5 6 7 8 9
　　1
P011 12． 計
ばい煙 1 6 3 5 7 6 8 8 6 4 9 7 70
ガ　ス 1 1 1 4 2 る 1 13
粉じん 4 2 2 1 5 2 5 4 2 3 30
悪　臭 2 1 1 3 2 3 2 3 4 21
騒　音 4 6 5 9 1534495325231620 239
振　動 ⊥ 2 1 4 1 2 2 3 16
繕瀞 1 3 1 1 3 2 1 5 17
その他 1 2 1 2 6

















業種番号 業種名 工場数撃`｝ 構成比
紛争のあ・た1工場　（B）
％・・…
18 食　料　品 18 3．4 3 16．7
20 識　　　　維 14 2．6 3 21．4
21 衣　　　　服 2 0．4 一
22 木　　　　材 21 4．0 5 53．8
23 家　　　　具 10 1．9 6 60．0
24 パルプ・紙 18 3．4 5 27．8
25 出版・印刷 2 0．4 1 50．0
26 化　　　　学 56 10．6 17 30．4
27 石油・石炭 5 0．9 2 40．0
28 ゴ　　　　　　ム 5 0．9 2 40．0
29 皮　　　　革 一 一
30 窯業土石 33 6．2 8 24．2
31 鉄　　　　鋼 39 7．4 13 33．3
32 非鉄金属 21 4．0 3 14．3
33 金属製品 130 24．6 55 42．3
34 機　　　　械 58 11．0 24 41．4
35 電気機械 20 3．8 9 45．0
36 輸送用機械 65 12．3 21 32．3
37 精密機械 5 0．9 1 20．0
38 武　　　　器 一 一
39 そ　　の　他 7 1．3 1 14．3






















































































































































































































































































































































（18）食　料　品 6 3 3 2 5 5 3 1 5 2 4
⑫o）繊　　　維 7 1 7 2 2 2 2 3 4 1 3
（21）衣　　　服 1 1
（22）木　　　材 6 1 2 1 1 4 3 1 1 4 4 1 2 1 1
（23）家　　　具 2 2 2 1 1 1 1 1
（24）パルプ・紙 7 2 4 2 1 4 3 2 1 5
（25）出版印刷 1 1 2
（26）化　　　学 20 3 5 14 　10
|一一@2
9 7 1 4 2 6 2 1 14
（27）石油石炭 2 1 1 2 1 1 1 2
（28）ゴ　　　ム 2 1 1 1
（29）皮　　　革
（30）窯業土石 20 5 4 4 7 5 9 6 1 3 3 3 3
（31）鉄　　　鋼 10 3 2 3 4 3 4 4 2 5 3 6
（32）非鉄金属 8 4 4 3 3 2 2 3 3 1 1 1 4
（33）金属製品 ろ2 10 21 12 14 17 31 7 11 10 32 3 6 3 27
（34）機　　　械 7 6 5 5 1 5 8 2 2 5 17 2 1 2 18
（35）竜気機械 1 1 5 3 3 1 6 1 1 5
（36）輸送用磯械 15 3 11 7 2 7 15 3 9 2 13 2 16
（37）精密機械 2 1 1 1 2





























準工業地域 〃 60ホン 〃 50ホン














































































































































































































































旋　　　　　盤 5 コンプレッサー 2 メタルラス製造機 1
プ　　　レ　　ス 5 撚　　線　　機 2 廻転研磨機 1
丸　　ノ　　コ 4 ボール　ミ　ル 1 フ　　ル　　　イ 1
グラインダー 3 ホ　　ッ　パ　　ー 1 コンクリー一｝uロック製造機 1
板　金　加　工 3 圧　　延　　機 1 プラスチック製^　　加　　工
1



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































NRN SIL PNL LL
機械より1mの地点の測定値 94 9288 83 106104
鑓敷地より5mの地点の測 75 67 62 58 82 79
被害者住居内　窓開放時 66 56 50・　46 69 67
被害者住居内　窓閉鎖時 62 49 4336 61 60










































































































































































































































































































































































































































































































































































































OA（db） dbA N住宅 窓の状態
10月11月 差＋ lo月11月 差＋ 10月11月 差＋
開 66 69 3 41 46 5 30 35 5　　’
閉・ 66 66 0 37 42 5 30 25 一5
差★ 0 3 4 4 0 10 ‥
開 67 67 0 40 50 10 25 45 ．20
0 閉 65 67 2 35 43 8 20 35 15
差 2 0 ／’ 5 7 ／ 5 10
66 67 1 39 46 7 30 35’ 5
1
　開一一
@閉 65 64 一1 35 41 6 25 30 5
差＊ 1 3 ／／
C’／
4 5 ／ 5
5
開 67 66 一1 40 44 4 30 35 5
S 閉 63 63 0 37 39 2 25 25 0










































































































































































































































































評点数　　、 1 2 3 4 5 6 未回答 平均評点
う　る　さ　い 0 11．643．537．7 7．2 0 0． 3．4
会話妨害 24．659．5 ふ8．7 1．4 5．8 1．9
ラジオ，テレビ
ﾌ聴取妨害 4．4 43．543．52．8 5．8 2．5
































音　　源 補正前 第1近似 第2近似 第3近似第4近似 第5近似
1　号　機 1．26 0，9251，028 1，003LOO81，008
2　号　磯 1．59 1，1641，2791，2491，2561，254

































































































































発生源 航空機 道　　路 軌　　道 工　　場 演習場　そ
















































































































回答数 竺回測定 弟二回測定 回答数 竺回測定 第二回測定 回答数 竺回測定 第二回測定 回第
嚼
亘測定
第二回測定 回答数 竺回測定 第二回測定 回’
亘測定
第二回測定
小学校 960 2 58 1 1 33 2 2 294 5 9 2 6 2259 1こ
中学校 26 t） 1 20 0 1 蛤 0 o 22 3 3 4 2 4 91 5 9
全日ｧ 6 0 1 2 0 0 6 1 1 4 O 2 1 1 1 19 2 5高等
w校蒙 2 0 o 1 0 o 4 0 0 1 0 0 1 0 O 9 0 0

















1　学　　校　名 敦室名 dbA ビークレペル@dbA先生の声рb`
海老江西小学校
幹 外　　　部 78（69．86） 84
3階元図書室 59（53．64）64









幹 外　　　部 ？5（62．85） 80
5　年3組56（52．62）63 ワ5
6　年ユ組 54（50．57） 58 62
5年2組58（53．63） 65 69
北天満小字佼
幹 外　　　部 72（59．81） 81









学　　校　　名 教室名 dbA ピークレベル@dbA先生の声@d『bA
新北野中学校
幹 外　　　部 71（6ユ．72） 83









幹 外　　　部 68（61．75） 79
2年F組51（47．57） 60 65
1年C組54（48．58） 59 65
ユ年G組 44（40．51） 55 65
一弘治小学　校




















































































































































悼線道鵬各浩い 9 73 3．6 82 2．





















































2．7 57 5．O 　　　1U5P2・6　2
「
3．1 62 3．6 6gl
，＿＿一一」．一＿＿．＿
A．・1・　　　ケ
コ．．4 61 6．5 68 　　，V．0












































幹 外　　　部 72（62．81） 81









幹 外　　　部 7・1（65．86） 86
5年2組59（54．63） 68 72
5年3沮65（b5．70） 70 71
6　年ユ組 59（53．62） 63 68
一一 ・　＿7←　　　　　　　　　　〒一’　　　　・＿＿一一一三疫中　家　校 1





幹 校　　　外 79（71．89） 89
4年ろ組 49（45．52） 55 62
5年い銅 47（44．52） 53 66













幹 校　　　　外 73（68．79） 81
2　年17組52（48．59） 62 74
1　年　9　組62（56．67） 69 83
2　年　8　組 64（59．ワ0） 73 83
北天満小学校
幹 外　　　　部 73（62．85） 87
3　年　2　絹52（49．56） 57 65


























































































































































































































































































その他 外　　　部 64（60．73） 78
校　　　庭 55（53．66） 65
4年ろ組 52（5ユ．57） 6ユ 73
5年い組 54（51．59） 62 70
6年い組 50（48．56） 69 71
春日出中学校
その他 校　　　庭 57（54．62） 61























































14， 75 4．1 85 4．0
迂回道路浩いの学校
？ 66 4．7 ？8 3．6
静かな学校 6 58 6．4、 68 9．6





























幹線道路沿いの敦室 26 6ユ 2．5 69 3．2 72 5．1 100
幹線道路沿いの学校
ﾌ裏側の教室 ユ8 55 3．5 60 4．8 69 4．1 44
迂回道路沿いの教室 16 58 4．1 67 4．7 71 2．5 75
迂回道路沿いの学校
ﾌ裏側の教室 7 55 4．4， 65 4．6 71 5．9 57
静かな学校の教室 18 48 3．8 55 4．1 67 3．5 0









































































































































































































































































































　　i譌p車 軽　自ｮ　車 パ　　ス 七　三紅
、i卜
幹湶道路
?｢学校 17 62 20 16 166 7 6 1 295
迂回道路
?｢学校 1生 25 9 8 49 3 3
t） lll











































































































































（～ ℃c　鴫　吉 寸　匂　寸 ’　9　⊆　卜三 撃　寸　9 硲　9彙禦桝Dぱ め c～　　c～　　［つ
c∨　　o～　　ぺ ◎～　　c《　　c、～ cせ　　c～　　o～ ぐ～　　［つ
ρq5：迭
桓杓
心eるピ杓 『 ≒　X～　「り ㌣　〔9　『 づ　σ1　（n ㌣　rl　（｛ ㌣　そ
弍誉⊃ 寸 ピ）　　め　　LΩ り　　∀　　ヨ cつ　　tつ　　rつ tつ　　・ホ　　ヒつ 寸　　　・ポ
．取る
＜’ば⇔
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1、　　　　　　l@dbA ．イ 口 ハ　1二 ホ へ ト チ
1リ「「・ ’　計
40～44 15 7 11 1 1 1 0 0 0 111132
％ 11．4 5．3 8．3 0．8 O．8 0．8 0 0 0 84．1
45　～49 125481157 12 18 3 4 6 271501
％ 25．0 9．6 23．0 1．2 2．4 3．6 0．6 0．8 L254．1
50～542227717123 31 53 18 18 212776守1
％ 32．611．325．1 3．4 4．6 78 2．6 2．6 3．1 40．7
55～59 57 25 36 11 10 22 1 7 6 58165
96 34．515221．8 6．7 6．1 13．3 0．6 4．2 3．6 352
60　～64 43316429761 51 83 43 41 37191836
％ 51．819．635．5 73 6．1 9．9 5．1 4．9 4．422．8
65　～69 495200359と》4 ⊥0112040 52 541779C6
％ 53．521．638．8 9．1 10．913．0 4．6 5．7 5．3 19．1
70～7414053 88 19 27 41 22 16 16 75314一　　　　　　　　％



















ｮ　車 バ　　ス 電　車 計
幹線道路
?｢学校 21 61 1　7 10 12418 3 1 255
迂回道路
?｢学校 1 25 9 2 30 7 0 0 75
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＼速度｝ 203040 50 6070 80加速 備　考
卓1重 ㎞／h
ノく A 75 788387 90 92 89HINO
B 76 8285 　ψW9 92 93 91 RD，63
ス C 80 85 86・90 9292 91 年　　型
大　ト A 75 7374 81 84 80
一’ス B 81 80 86 89 92 89 日　　産





























乗 A 60 6166 6’8 71 76 76 70 日　　産
用 B 68 72767779 82 85 80 セドリック
車 C 77 788283 84 87 8ε 87，6Z年型
軽 A 68 6979 75 77
四 B 73 748ろ 79 84 ’マソダ
輪 C 75 77 83 83 86
オ A 73 75 79841ト
B 7781 86 90 ホンダ
ノく


















































































































































































































































































































































































































































































































































車　　種 　■mく　　ス 大型トラック 小型トラック 乗用車 オートo　　イ ライ｝mミ　　ン
音響パワー激yル（db） 118117 112110109 108





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































住　　居地域 52 54 57
準工業地域 58 58 59




住居専用地区 50 45 40
住　　居地域 55 50 45
準工業地域 60 56 50
商　　業地域 60 55 50
工　　業地域 65 60 55















































住居専用地区 50 45 40
住　　居地域 55 50 45
準工業地域 60 55 50
商　　業地域 60 55 50
工　　業地域 65 60 55
工業専用地区 70 65 60
●
一369一
）」
第9章　結 論
　著者は都市騒音の軽減に関する基礎的研究として大阪市，尼崎市，京都市
においてrandom　sampユingによる都市騒音調査，騒音に対する住民の反
応，学校，工場，航空機騒音の実態とその評価ならびに交通騒音の伝播に関
する理論的研究など都市騒音に関する調査研究を行なった．本研究の主要な
成果を要約するとつぎのとおりである．
　第2章においてrandom　sampling一法により尼崎市，京都市および大阪
市の標本調査を行ない，つぎの結論を得た．すなわち，各市を通じて交通機
関の騒音が都市騒音に大きな貢献をしており，主要道路沿線における騒音レ
ベルは昼間60～80db　A程度であり，っぎは一般市道の50～70dbA
である．都市壌境としての蔽音は交通量によって定まる．
　random　調査の結果を用途地域別にみれば，住居専用地区．住居地域が
静かで工業，商業地域との間に有意差をもつ．
　都『市騒音の周波数構成はいずれも75～150Cps　から300～600
cps　に主勢力をもっ低周波騒音であり．他の都市の騒音測定の結果と大差
ない．都市騒音の時間的特性は昼間午前9時頃から午後5時頃まで騒音レベ
ルがほぼ一定で，午前3～4時頃最低となる．
　住宅の遮音は騒音公害発生の重要なparame七aであるが．現状においては
わが国の住宅の遮音度は9～15dbAであった．
　第3章においては都市騒音の許容値を求めることを目的として，都市騒音
の住民に対する影響を質問紙法により求めた．
　質問紙調によるうるささ，会話妨害，ラジオ・テレビの聴取妨害などの住
民の反応の評点と外部騒音の種々の騒音評価値と相関はいずれの項目にっい
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ても騒音計のA回路を用いた測定値との住民の反応の評点と相関がもっとも
大きく，騒音レベルとの相関はラジオ・テレビの聴取妨害をのぞいて0．50
であり，それ以外の騒音評価値との相関は最大0．46である．情緒的影響を
受ける者が0％である場合と有意差が生ずるdbAは住居地域，準工地域，
商業地域で40～44dbAである．（京都市）
　また大阪市における調査の結果，情緒的影響が25％となるのは50～54
dbAである．
　身体的影響は外部騒音レベルが75～79dbAになるまで変化は少なく，
75～79dbAで25％となる．
　都市においてもっともさわがしい騒音源は各市とも大部分が交通騒音をあ
げ，とくにトラック，オートバイをあげるものの回答数が多い．
　第4章においては大阪国際空港に離着陸する航空機の騒音測定ならびに航
空機騒音の空港周辺の住民に対する影響を質問紙法により調査した結果をの
べる．
　ジェット機はプロペラ機に比較するとピークレペルは高い，また70dbA
を超える時間も長い．また周波数構成はプロペラ機のそれが中心周波数125
cps　に主勢力を有する低周波騒音であるのに対し，ジェット機は5　O　O　cps
に主勢力を有する中周波騒音で，プロペラ機に比較してジェット機はうるさ
く感ずる．
　航空機の離陸進路下においてNoise　and　Number工ndθxが50以上の
地点が存在する．
　航空機等に関する附近住民の訴えを質問紙により調査した結果によれば離
陸進路下において，住民は情緒的，身体的，日常生活などに対して航空機の
被害を受けており，うるささ，会話妨害，ラジオ・テレビの聴取妨害．勉強
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◆
Dt
読書妨害の住民の反応の評点数とNNIとの間には直線関係がなり立つ，
‘‘ C分がいらいらする”‘‘腹がたらやすいeJ‘‘気がめいりうっとうしくなる’，
‘‘ s愉快になる”“安静がたもてない”等の情緒時影響，‘‘耳なりがする”，
‘‘ ｨがいたい”‘‘頭痛がする”“胸がどきどきする”等の身体的影響もN　．N．1
の増加とともに増ivnし，　N．　N．1は航空磯掻音の評価としては適当である．
　第5章において尼崎市における工場騒音による公書陳情の実態調査，四日
市におけるD石油化学，C電力株式会社の実態調査を倹討した．
　尼崎市の工場遁音による公害陳情の詰果，公害発生場所は市中央部の工場
と民家の混任しているところが多く，議音源は旋盤，丸のこ，グラインダー，
板金加工．プレス，重油炉，コンプレサー，撚線磯である．周波奴分祈の結
果，漣械より1mの護音は平均すれば600～1．200CPSにピークをもつ中
周波績音であるが，工場外部ならびに被書者宅内部では75～150CPSより
2～6db／オクターブで降下する低周波i詣音となる．　N数およびA特性によ
る測定値にISOの補正値に準じた補正（表9．1）をvaえれば値は住民の
陳情状況とよく対応した．
　四日市市の火力発電所から発する騒音源の主なものは押込送風嘘，ポイラ
ー，タービン発電磯であり，各音源はいずれも低周波情域から高周波帯域に
向って2～6db／オクターブの傾斜で降下する低周波護音である．　Over
allおよび各周波数帯域における等音圧曲線は多数音源および轡勿による反
射，回折，遮蔽などの影響で局所的に非常に複雑な形を示すが，連物の比較
的少ない所では，各騒音源をそれぞれ点音源とみなし各音源からの音のエネ
ルギーの伝描を計算した結果は実測値と大差なく，その滅衰は距椎が2倍に
なれば5db減小する．
　附近住宅内の蟻音レベルは窓開放時44～50dbA，窓閉鎖時39～43
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表g．1　N数に対する補正
要　　　　　因 条　　　　　　件 補正値
衡寧性 十6
peak　fact。r非衡撃性 0
連続から毎分1回 0
毎時10～60回 一5
繰　返　し　時　間 毎時　1～10回 一10
（拓分の褒音待続） 毎日　4～20回 一15
毎日　1～　4回 一20
毎日1回以上 一25
慣れていない 0
慣　　　　　　　　れ 多少の慣れがある。 一5
相当演れている 一10
夜間のみ ＋5
時　　　　　　　刻
昼間のみ 一5
静かな郊外 十5
郊外 0
暗　　　騒　　　音 住宅地 一5
工業地の近くの市街地 一10
重工業地帯 一15
dbAであるが，24時間操業であるため睡眠に関しては63％，情緒的，身
体的影響に対しては66％がなんらかの影響を受けている．
　di　6章において大阪市立の小，中，高等学佼の掻音の実態とこれが先生，
生徒の心身におよぼす影響の調査をし，調査結呆を述べた．
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己
‘　学校内外の騒音レベルは幹線道路沿いの救室が著しく，平均窓開放時61
dbA，窓閉鎖時55dbAであり，幹線道路沿いの教室は学校壌境衛生の基準
直をすべて超過しておりなんらかの対策が望まれる．学佼外部の騒音レベル
と教室内の厳音レベルの差は幹線道洛沿いで平均，窓開放時12dbA．窓閉
鎖時18dbAである．周波数分析の結果は幹線道路沿いの学佼外の周波致構
成はgo～180cpsがやや高い低周波騒音であり，第二章でのべた都市騒音
の周波致分析の結果と大差ない．致室内の周波数分析の桔果も学佼外の掻音
と碩似し3～20db減音している．
　外部騒音のSSうるささ”‘‘先生の声の聴取妨害度，，‘‘勉強の妨害度”‘‘身
体的，情緒的影響”‘‘外部騒音源”‘‘その他”の6項目について質同紙調査
を行なった．うるささ，勉強の妨書度と室内漬音レベルとの廻係は聴取妨書
度を除いてdbAの増加とともに直魂的に増加し，うるささが‘‘すこしやか
ましい”となるのは45～49dbA，勉強の妨害度が‘‘少しじゃまになる”
となるのは50～54dbAである。
　情緒的影醤，身体的影響はいずれもdbA　の増加とともに曽凋し，室内掻
音レベル50～54dbAで情緒的影端を受けるもの57％となり，身体的影
謬は65dbAを越えると急激に僧加し，65～69dbAで67％となる．教
室内で被吾を与えている騒音原はトラック，オートバイが多い．
　第7章においてはこれら都市騒音にもっとも影響をおよぼすと考えられる
交通騒音に対する研究を行なった．
　すなわら，交通車輔の各々はほぼ点音源としての伝譜特性を持ら，周波数
構成は弟1群（オートバイ，スクーター，三輪トラック）が300～600
cpsにピークをもつ中周波騒音，弟2群（乗用車，パス，トラック）は75
～600cpsまでほぼ一定1直を示しゆるやかに下峰する低周波績音に分類さ
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れる．第3群（市電）は300～600cpsでピークを形成し，低周波帯域に
向ってはゆるやかに傾斜する中周波掻音である．
　車速と騒音レベルはほぼ直瀕関係が成立し，各車両は車速の10kπ／hrの
増加1ζ対し，3～4dbA増加する．また加速音（停止より発進時）はそれぞ
れの車輌の時速50～60km／hrの掻音レベルに相当する．
　各車輌を点音源とみなし，一車線等同隔モデルの埋論式は次式のようになり
SP・・一　rwL・・…9t。・
Ai－［i｝。。sh鶏慧i、。］17。7　db
　　　　　　　d：車線から測定点までの距離
　　　　　　　s：車頭間隔
　　　　　　rWL：単一車輌のパワーレペル
　車線からの距碓をとることにより，SPLの最大値は下げることが出来るが，
その平均直，中央1直，最小値の或少はあまり望めない．
　一方高速道路またはそれに準ずる道路を自由に走行する車輔の車頭間隔は
指数分布にしたがうことを遅めた．
　　　　　　　　　　　＿Nt　　　　　P（t）＝・Nt　　　　　　　　　　O≦t〈oo
　　　　　　　N：単位時間内の平均通過台数
　　　　　　　　t：時　間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヤこれを用い，車頭間隔を指数分布と仮定したモンテカルロ法により飛めた距
雛による音圧レベルの減衰値の99％信頼限界内に等間隔モデルの計算値が
入ることを確かめた．
　実測値とモンテカルロ法による計算と比較した結果かなりの一致をみた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　一一3　Y6一
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」　第8章において，尼崎市，京都市．大阪市における騒音調査，住民の反応
調査，工場公害の実態調査，学校騒音の調査結果を用いて都市鍾音の許容値を
を定めた．
　測定方法は本研究の第三章において述べたごとくA特性で測った値は他の
騒音評価値と比較して質同紙におけるうるささ．会話妨害，ラジオ・テレビ
の聴取妨書の評点致との相関がもっとも大きいことからA特性で測定し，測
定方法はJIS－Z－8731によるものとした．
　測定地点は排出基準硯制の立場をとり事業場または工場の敷地境界瀕の地
表から1mとした．地域区分は現行の建築基準法が実際は土地利用現況によ
って定められたものであり，地域区分としては建築基準法の住居専用地区，
住居地域，準工業地域，工業地域，工業専用地区の地域別をとった．
　時間区分は，京都市，大阪市の騒がしい時間，大阪市の睡眠時間，大阪市
の24時間測定の結果，NHKの生活調査を参照して昼尚を午前9時から午
後6時…，朝午前7時～午前9時，夕方午後6時～午後11，寺，夜闇は午後11
時から翌朝午前7時までとした．
　音量の許容値はWHOの第1レペルと第2レベルとの闇を壌境基準とした・
すなわら京都市の質間紙調査の情緒的影響のあらわれる．40～4SdbA，
睡眠の影響，東京都の公害発生現況より，夜間の住民専用地域の直を40db
Aと定め，他地域ならびに昼闇の基準値はWHOの第3レベル以下になるよ
う第5章で用いたN数に対する補正夜間のみ＋5，昼聞のみ一5，郊外0，
住宅地一5，工業地の近くの市街地一10，重工業地帯一15の考え方ならび
に第2章の騒音測定値を参考とし，朝夕は夜間より5dbA，昼間は夜間より
10dbA高い基準直を，住居地域，準工業地域．工業地域，工業専用地区は
庄居専用地区よりそれぞれ5，10，10，15，20dbA高い基準を定
　　　　　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　－3Y7一
めた．
　以上この研究によって都市騒音の実態，住民の反応ならびにこれらを基礎
として都市騒音軽滅のための都市騒音許容値を明らかにすることが出来た．
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